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近年, 日本において医薬分業が進み, 薬局薬剤
師の需要が高まっている｡ また病院薬剤師が院内
死亡率の減少�), 有害副作用の抑制 ), 医療費の抑
制に寄与する!)等といった報告や, 薬剤師による
病棟業務の必要性が増えたこと等により, 病院薬
剤師の需要も薬局薬剤師同様に増えている｡
また, 平成��年度には薬科大学 (薬学部) "#校
で入学定員数は$%$ &人であったが, それ以降徐々

に大学数とともに入学定員数も増え, 平成 '年度
には$!大学で�!%&!"人 ((年制の�%"')人を含む)
となり, 現在までの�$年間で薬剤師養成数が�*#)
倍になった｡ このことは薬剤師国家試験合格率に
より若干増減があるものの, 毎年�&%&&&人前後の
薬剤師が新たに社会に輩出され, 今後も増加傾向
が継続することを意味する"+#)｡
一方, 県内の病院では, 薬剤師確保が困難な現
状がある｡ しかしながら, 医師, 看護師の確保状
況や取り組みに関する報告に比較して, 薬剤師確
保に関する報告はきわめて少ない｡ そこで, 県内
病院における薬剤師確保の現状と確保に向けた取
り組みについて調査を行った｡
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【目的】島根県内の病院薬剤師確保と取り組みの状況を明らかにする｡
【方法】島根県内 (以下, 県内という) 全病院9!施設を対象にして無記名自記式のアンケー
ト調査を実施した｡
【結果】回収率は"!施設 ('�*�％) であった｡ !&施設 (#)*'％) の病院で薬剤師が不足し
ており, 回答施設の薬剤師充足率 (現薬剤師数:必要薬剤師数＊�&&) は平均で$"*!％であ
り, 合計')人の薬剤師が不足していた｡ また, !$施設 ('#*&％) の病院が薬剤師を確保す
るための取り組みを実施していた｡
【考察】将来に向けて薬剤師不足を認識している病院ならびに病床規模の大きい病院が薬
剤師確保に積極的に取り組んでいる傾向がみられた｡
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平成��年 月に県内病院!"施設に対して, 薬剤
師確保の現状と確保に向けた取り組みに関する無
記名自記式のアンケート調査を行った｡ 調査内容
は, #) 基本属性 (記入者の職位, $次医療圏,
病床規模), $) 薬剤師確保状況 (現薬剤師数,
常勤及び非常勤薬剤師数, 必要薬剤師数, %年後
の薬剤師確保の見込み等), %) 薬剤師確保に向
けた取り組み (取り組み内容, 訪問大学の所在地,
薬学部進学希望者育成の取り組み, 確保に関する
連携体制等) とし, 回答内容について$次医療圏
域別 (以下, 圏域別という), 病床規模別に解析
した｡
また, 薬剤師確保の取り組みの有無と関係した
要因の検定には, ������の正確確率検定 (&'&&
()*�+,-) を用いた｡ また要因分析の$群の設定
は, (#) 病床規模別 ("--床未満, "--床以上),
($) 圏域別 (松江出雲, 雲南県央浜田益田隠岐)
または (松江出雲浜田益田, 雲南県央隠岐), (%)
薬剤師充足率別 (.!％未満, .!％以上), (/)%
年後に薬剤師が充足していない可能性 (有, 無)
とした｡
倫理的配慮としては, 無記名自記式アンケート
とし, アンケート調査を行う際には研究目的と公
表する旨を文書で説明し, アンケートの提出を
もって, 同意が得られたものとした｡
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県内病院!"施設のうち, 回答したのは+"施設で
回収率は�0,0％であった｡ アンケート記入者は,
薬剤部門長01施設 (".,�％), 事務部長 施設
(�-,2％), 総務担当者3施設 (01,"％), 人事担

当者3施設 (01,"％) であった｡ 圏域別にみると
松江0"施設 ("-,�％), 雲南/施設 (2,"％), 出
雲 施設 (0�,1％), 県央4施設 (00,1％), 浜田
3施設 (01,"％), 益田/施設 (2,"％), 隠岐$
施設 (+,.％) であった｡ 病床規模別にみると0--
床未満 施設 (0�,1％), 0--以上�--床未満0.施
設 ("2,!％), �--以上"--床未満4施設 (00,1％),
"--以上+--床未満 施設 (0�,1％), +--床以上4
施設 (00,1％) であった (表#)｡
0#1234+56789+:.;<=+>?@

(#) 全体的傾向
県内病院における現薬剤師数の平均は1,0人で,
必要薬剤師数の平均�,�人に対して�,0人少なかっ
た｡ また12,�％の病院で薬剤師が不足しており,
病院の薬剤師充足率の平均は.+,"％であった｡ ま
た今後の薬剤師の活躍の場が広がると考えている
病院は1!,2％で, %年後に薬剤師が充足していな
い可能性があると考えている病院は.�,0％であっ
た｡
($) 病床規模別の比較 (表$)
県内病院の病床規模別の現薬剤師数の平均をみ
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ると, ���床未満� !人, ���床以上"��床未満" #
人, "��床以上!��床未満$ #人, !��床以上%��床
未満& $人, %��床以上"% '人であった｡ また不足
薬剤師数 (必要薬剤師数－現薬剤師数) の平均を
みると, ���床未満� #人, ���床以上"��床未満� '
人, "��床以上!��床未満" #人, !��床以上%��床
未満! (人, %��床以上$ �人であった｡
次に, 病床規模別の薬剤師充足率の平均は,
���床未満&� (％, ���床以上"��床未満&& �％,
"��床以上!��床未満&' !％, !��床以上%��床未満
#& �％, %��床以上&& �％であった｡
今後の薬剤師業務が増加すると回答した病院は,
���床未満%" '％, ���床以上"��床未満&# $％,
"��床以上!��床未満#� �％, !��床以上%��床未満
#" $％, %��床以上&$ �％であった｡ また)年後
に薬剤師が充実していない可能性があると回答し
た病院は, ���床未満$� �％, ���床以上"��床未
満(" %％, "��床以上!��床未満#� �％, !��床以
上%��床未満&$ �％, %��床以上(" %％であった｡
多くの病院で薬剤師確保が困難な見通しを持って
いた｡

()) 圏域別の比較 (表))
圏域別の病院あたりの現薬剤師数は, 松江# (
人, 雲南" %人, 出雲�" �人, 県央! �人, 浜田% �
人, 益田$ (人, 隠岐" �人であった｡
また, 圏域別の不足薬剤師数の平均をみると,

松江" !人, 雲南� �人, 出雲" !人, 県央� (人,
浜田" &人, 益田" �人, 隠岐� $人であった｡
次に, 薬剤師充足率の平均は, 松江&' �％, 雲

南#" �％, 出雲(" �％, 県央## &％, 浜田#% %％,
益田(! !％, 隠岐&$ �％であった｡
そして, 今後の見通しについては, 薬剤師の活

躍の場が広がると考えている病院は, 松江## &％,
雲南%� �％, 出雲#" $％, 県央$� �％, 浜田(! !
％, 益田��� �％, 隠岐$� �％であった｡ )年後
に薬剤師が充実していない可能性があると回答し
た病院は, 松江(% #％, 雲南%� �％, 出雲$� �％,
県央��� �％, 浜田$& �％, 益田��� �％, 隠岐
��� �％であった｡
���������������

(*) 全体的傾向
現在, 薬剤師不足を解消するための取り組みを

実施している病院は全体の(# �％であった｡
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取り組みの有無と関係する要因を検討したとこ
ろ, 病床規模別 (���床未満, ���床以上) では�
値＝� !"", 薬剤師充足率 (#"％未満, #"％以上)
では�値＝� $!%, 圏域別 (松江出雲, 雲南県央
浜田益田隠岐) では�値＝! ���, 圏域別 (松江
出雲浜田益田, 雲南県央隠岐) では�値＝� &�#
となり, これらの項目では有意差がみられなかっ
た｡ しかし'年後に薬剤師の充足していない可能
性 (有, 無) では�値＝� ��(となり, 取り組み
の有無とに有意差がみられた｡
次に, 病院での取り組み内容は, 多い順に ｢病
院ホームページでの求人掲載 (以下, 病院)*と
いう)｣ %� %％, ｢薬学部を持つ大学への求人票の
提出 (以下, 求人提出という)｣ &( +％, ｢地縁血
縁を頼りに個別に探す (以下, 地縁血縁という)｣
(� "％, ｢病院広報誌での求人掲載 (以下, 病院
広報誌という)｣ �" !％, ｢薬学生実務実習の受入
や病院見学ツアーの実施 (以下, 見学ツアーとい
う)｣ $# �％, ｢医療人材派遣会社への委託 (以下,
人材派遣会社という)｣ !% +％, ｢定期的な大学訪
問 (以下, 大学訪問という)｣ !% +％, ｢薬剤師関
連学会への参加 (以下, 学会参加という)｣ !� "
％, ｢現職薬剤師の出身大学訪問 (以下, 出身大

学訪問という)｣ ｢大学進学者の家族とコンタクト
(以下, 家族とのコンタクトという)｣ !� %％,
｢地元薬局等への訪問や情報交換｣ ｢大学進学者と
のコンタクト｣ ｢奨学金の貸与｣ % !％, ｢医療系
雑誌への広告｣ ｢各地開催のイベントでの情報発
信｣ " (％, ｢地元ケーブルテレビの活用｣ ｢大学
との交流事業の開催｣ $ #％であった｡
｢定期訪問｣ または ｢求人提出｣ している大学

は, 島根県のある中国エリア+& $％が最も多く,
ついで近畿エリア&" (％, 四国エリア&! "％, 九
州エリア"� �％の順であった｡
薬学部進学希望者育成に重要だと考える取り組

みは, ｢地元高校教員との定期的な意見交換｣
&" !％, ｢学生の医療現場体験で関心を向上させ
る｣ &# (％, ｢地元広報誌等による情報発信｣ �( +
％, 奨学金制度等経済的支援の拡充｣ !! &％で
あった｡
また, 薬剤師確保のために連携が必要な機関は,

島根県薬剤師会及び島根県%% (％, 薬学部のある
大学#+ !％, 市町村&+ %％, 同じ,次圏域内の医
療機関&# (％, 県全体の医療機関&" !％, 地域の
調剤薬局&� "％であった｡
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(�) 病床規模別の比較 (表 )
薬剤師確保のために取り組みを実施している病
院は, !""床未満#$%"％, !""床以上&""床未満''%&
％, &""床以上(""床未満)"%"％, (""床以上*""床
未満!""%"％, *""床以上!""%"％であり, (""床以
上のすべての病院で, 何らかの取り組みが行われ
ていた｡
病床規模別で半数以上の病院が取り組んでいる
項目では, !""床未満で ｢病院広報誌｣ ))%#％,
｢病院+,｣ ｢求人提出｣ $"%"％, !""床以上&""床
未満で ｢病院+,｣ ')%#％, ｢地縁血縁｣ )"%"％,

｢求人提出｣ $(%(％, &""床以上(""床未満で ｢病
院+,｣ ｢見学ツアー｣ !""%"％, ｢大学訪問｣ ｢求
人提出｣ ｢学会参加｣ ｢奨学金の貸与｣ ))%#％, (""
床以上*""床未満で ｢病院+,｣ '#%$％, ｢求人提
出｣ #$%"％, *""床以上で ｢病院+,｣ ｢求人提出｣
!""%"％, ｢見学ツアー｣ '"%"％であった｡
中国エリアの大学へ ｢大学訪問｣ または ｢求人
提出｣ している病院の割合は, !""床未満))%#％,
!""床以上&""床未満!""%"％, &""床以上(""床未
満!""%"％, (""床以上*""床未満!""%"％, *""床
以上!""%"％であった｡ 次に多い近畿エリアの大
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学では���床未満� �％, ���床以上!��床未満"" #
％, !��床以上$��床未満## %％, $��床以上&��床
未満'$ $％, &��床以上��� �％であった｡ このよ
うに, 病院規模の大きな病院では, 遠方の大学へ
も求人活動を行っていた｡
薬学部進学希望者育成に重要だと考える取り組
みについては, ｢地元高校教員との定期的な意見
交換｣ では, ���床未満%" �％, ���床以上!��床
未満"! (％, !��床以上$��床未満��� �％, $��床
以上&��床未満#! "％, &��床以上#� �％であり,
｢学生の医療現場体験で関心を向上させる｣ では,
���床未満#! "％, ���床以上!��床未満%� #％,
!��床以上$��床未満'� �％, $��床以上&��床未満
#! "％, &��床以上#� �％であった｡ このような
取り組みは病床規模に関わらず, 過半数を超えて
いた｡
また薬剤師確保のため連携が必要な機関は, 島

根県薬剤師会が���床未満'% "％, ���床以上!��
床未満��� �％, !��床以上$��床未満'� �％, $��
床以上&��床未満#! "％, &��床以上��� �％であ
り, 島根県は���床未満��� �％, ���床以上!��床
未満(& �％, !��床以上$��床未満��� �％, $��床
以上&��床未満#! "％, &��床以上'� �％であった｡
()) 圏域別の比較
薬剤師確保のために取り組みを実施している病
院は, 松江'& #％, 雲南#� �％, 出雲'% "％, 県
央��� �％, 浜田'" %％, 益田��� �％ 隠岐��� �
％であった｡
圏域別に半数以上の病院が取り組んでいる項目
をみると, 松江では ｢病院*+｣ ��� �％, ｢求人
提出｣ #$ #％, 雲南では ｢地縁血縁｣ ��� �％,
｢病院*+｣ ## %％, 出雲では ｢病院*+｣ ��� �
％, ｢求人提出｣ "% �％, 県央では ｢病院*+｣
��� �％, ｢求人提出｣ %" �％, ｢病院広報誌｣,

｢地縁血縁｣ "� �％, 浜田では ｢求人提出｣ ��� �
％, ｢病院*+｣ ｢見学ツアー｣ "� �％, 益田では
｢病院*+｣ ｢大学訪問｣ ｢求人提出｣ %" �％, ｢出
身大学訪問｣ ｢地縁血縁｣ ｢人材派遣会社｣ ｢見学
ツアー｣ ｢奨学金の貸与｣ "� �％, 隠岐では ｢病
院広報誌｣ ��� �％, ｢病院*+｣ ｢大学訪問｣ ｢家
族とのコンタクト｣ ｢見学ツアー｣ ｢学会参加｣
"� �％であった｡
中国エリアの大学に ｢大学訪問｣ または ｢求人
提出｣ している病院の割合は, 松江��� �％, 雲
南��� �％, 出雲��� �％, 県央## %％, 浜田��� �
％, 益田��� �％, 隠岐��� �％であり, 次に多い
近畿エリアの大学に ｢大学訪問｣ または ｢求人提
出｣ している病院の割合は, 松江%� &％, 雲南
��� �％, 出雲"� �％, 県央## %％, 浜田"� �％,
益田%" �％, 隠岐��� �％であった｡
薬学部進学希望者育成に重要と考える取り組み
については, ｢地元高校教員との定期的な意見交
換｣ では, 松江"$ '％, 雲南'� �％, 出雲"� �％,
県央%" �％, 浜田"% �％, 益田��� �％, 隠岐��� �
％であり, ｢学生の医療現場体験で関心を向上さ
せる｣ では, 松江#( !％, 雲南#� �％, 出雲"� �
％, 県央"� �％, 浜田%� &％, 益田��� �％, 隠岐
��� �％であった｡ これらの取り組みは, いずれ
の圏域においても過半数の病院で行われていた｡
また薬剤師確保のため連携が必要な機関は, 島

根県薬剤師会が, 松江'& #％, 雲南��� �％, 出
雲��� �％, 県央%" �％, 浜田'" %％, 益田%" �％,
隠岐��� �％であり, また島根県は松江#( !％,
雲南��� �％, 出雲'% "％, 県央��� �％, 浜田
��� �％, 益田��� �％, 隠岐��� �％であった (表
,)｡
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島根県の医療機関で勤務する薬剤師数は, 全国
と同様に増加傾向にあり���), その多くが病院薬剤
師であると考えられる｡ これは, 平成 年頃まで
は, 病院数及び病床数が増加したこと, それ以降
は診療報酬改定で入院調剤技術基本料が導入され
る等, 病院薬剤師の服薬指導等の役割が重視され,
病棟等での薬剤師業務がさらに増加したことが大
きな要因と考えられる!")｡ 今後は更に, 手術室,
集中治療室, 感染対策, 医療安全, 臨床研究への
関わり等新たな業務が増加傾向にあり, 病院内で

の薬剤師の役割には増えていくものと考えられ
る!!)｡
一方で, 平成#$年度に島根県が策定した島根県

地域医療構想!#)によると, 島根県で一般病床と療
養病床を合わせた必要病床数が, $%$"&床 (Ｈ#$
年) から#&'(％削減 (#%#)*床) されている｡ 今
後の薬剤師需要については, 病院薬剤師の役割の
増大, 病床数の動向, 島根県の地域特性を考慮し
ながら, 詳細な検討が必要である｡
しかしながら, 今回の病院へのアンケート調査
から, 各病院の薬剤師充足率は, 平均�(')％で,
+施設当たり平均で#&％の薬剤師が不足している
という現状がみられた｡ また不足薬剤師数は()施
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設で��名であり, 回収率� ! ％であることから
 ""人程度は求人数があると予想される｡
今回の病院薬剤師求人数は佐野�)らがハローワー
クインターネットサービスを活用して横断的に調
査した病院薬剤師求人数 #名に比べてはるかに多
かった｡ ハローワークによる求人数は病院総体と
しての薬剤師確保の意思をあらわしており, 本調
査ではアンケート記載者に薬剤関係部署の長が多
く含まれていたために, 現場の声と病院全体との
認識の相違があると考えられる｡
また, 病床規模が大きいほど, 不足薬剤師数が
多い傾向がみられた｡ これは病床規模が大きいほ
ど定員が大きく, 不足薬剤師数が多いといった背
景に加え, 病床規模の大きな病院であっても, 薬
剤師業務の増加を背景に, 薬剤師の確保が困難に
なっている現状がうかがえた｡
今後の見通しについては, 病院薬剤師の業務範
囲は今後も拡大すると考えられ, $年後には薬剤
師が充足していない可能性があると考えている病
院が%割を超えていた｡ 病院薬剤師の業務範囲が
拡大すると回答した病院が, $年後には薬剤師が
充足していない可能性があると回答する傾向にあ
り, 現場の危機感を反映していると考えられた｡
特に, &""床以上病院では, $年後には薬剤師が
充足していない可能性があると回答する割合が高
く,  ""床未満の病院ではやや低い傾向があった｡
圏域別では, 雲南・県央圏域の病院で, ややその
割合が低い傾向にあった｡
���������������������

県内の各病院の薬剤師確保の取り組みの有無は,
$年後の薬剤師が充足していない可能性と有意に
関係していた｡ 病院の薬剤師確保の取り組みの有
無は, 現在の薬剤師充足率とは有意な関係はなく,
将来的に薬剤師不足になるといった病院の危機感

から, 取り組みの動機付けが行われている可能性
が示唆された｡
病床規模別にみると, &""床以上の病院で ""％

取り組んでおり, &""床未満の病院では取り組ん
でいる病院が少ない傾向であった｡ 病床規模の大
きな病院では, 小さな病院に比べて取り組みが行
われやすい傾向がみられ, この要因は医療人材を
確保するための専任の人材や部署の確保ができる
こと等が関係していると考えられる｡
取り組み項目を見てみると, 圏域別, 病床規模
別に見ても ｢病院'(｣, ｢求人提出｣, ｢地縁血縁｣
が多かった｡ また, 島根県出身者が中国エリア,
近畿エリアの大学進学者が多いために, この地域
への ｢大学訪問｣ ｢求人提出｣ が多いと考えられ
る｡
次に, 薬剤師を確保するための一つの方法とし
て, 地元出身者を薬剤師として育成することが考
えられるが, 各病院とも ｢地元の高校教員と定期
的な意見交換｣ や ｢学生の医療体験実習で関心を
向上させる｣ などを通して, 薬剤師の魅力を高校
生などに伝えることで薬学部進学者を増やす方策
を講じていた｡
次に奨学金等経済支援については, すでに取り
組んでいる施設が$施設あり, 今後取り組む必要
があると回答した病院は)施設であった｡ 奨学金
を設ける際に, 島根県全域を広く対象とした奨学
金に加え, 看護師, 薬剤師等は特定の病院を中心
にキャリアパスが完結することが多いという特徴
を考慮して, 地元出身者に対して, 地元市町村,
病院等が奨学金を貸与するなどの制度設計も有効
であると考えられる｡
また, 今後各病院が, 薬剤師人材の確保のため
に, 他病院に加えて, 大学, 薬剤師会, 島根県,
市町村などが広く連携して取り組んでいく必要性
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を認識していた｡
なお, 本調査は�月時点での調査をおこなった
ため,  月時点よりも, 中途退職等の影響をうけ,
薬剤師不足数が若干多めに見積もられている可能
性がある｡ また解析対象数が少ないために, 病床
規模間, 圏域間について統計学的な詳細な検討は
できなかった｡

� �

島根県の多くの病院では, 薬剤師確保に向けて
取り組みを行っているが, 病院薬剤師は不足して
いた｡ 今後も当面は, 病院薬剤師不足の傾向は続
くと考えられ, 病院単独の取り組みのみでなく,

医療機関同士の連携や, 医療機関と行政をはじめ
とした関係機関との連携が必要であり, 多くの病
院がその必要性を認識していた｡

 !

本調査の実施に当たり, ご指導とご協力いただ
いた島根県内病院, 島根県薬剤師会, 島根県病院
薬剤師会, しまね地域医療支援センター, 島根大
学医学部附属病院薬剤部直良浩司教授に感謝申し
上げます｡
���

本研究に開示すべきＣＯＩはありません｡
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